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現状と今後（概要）



受入ルート別現状

EPA（経済連携協定）
（インドネシア・フィリピン・ベトナム）

在留資格「介護」
（H29．９／１～）

本国への技能移転

専門的・技術的分野の
外国人の受入れ

二国間の経済連携の強化

技能実習
（H29．11／１～）

人手不足対応のための一定の専門性・
技能を有する外国人の受入れ

特定技能１号
（Ｈ31．４／１～）

在留者数：3,069人

（うち資格取得者738人）

※2022年8月１日時点（国際厚生事業団調べ）

5,339人
※2022年6月末時点（入管庁）

在留者数：15,011人
※2022年6月末時点（入管庁）

在留者数：16,081人
※2022年12月末時点（速報値）（入管庁）
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外国人介護人材政策の方向性
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「介護保険制度の見直しに関する意見」
（令和４年12月20日、社会保障審議会介護保険部会）



出典：第５回全世代型社会保障構築会議・第２回全世代型社会保障構築本部(令和4年5月17日開催) 5



介護人材確保政策における、外国人介護人材の立ち位置
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2000 2023                                                                                                     2040

約280万人

約215万人

約50万人

少子高齢化
→｢介護保険制度｣創設
→介護人材不足問題

介護現場における生産性向上の推進

受入・定着の促進
～キャリアパスの形成（資格取得支援）

受入制度創設

EPA 3,069人

在留資格「介護」 5,339人

技能実習 15,011人

特定技能１号 16,081人

39,500人
EPA（インドネシア）：2008～

（フィリピン）：2009～
（ベトナム）：2014～

在留資格「介護」：2017.9.1～
技能実習：2017.11.1～
特定技能：2019.4.1～

2008                                     2017      2019



受入・定着の推進



制度周知
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〇ポイントは「技能実習」と「特定技能」

→介護保険（高齢者介護サービスの提供現場）に、直接、外国人介護人材が投入されたこと。

〇「介護保険制度」

・様々なサービス提供形態があること。（施設系／在宅系）

・様々な事業主体（経営主体）があること。（社会福祉法人／医療法人／営利法人／NPO 等）

・3年毎に制度改正（報酬改定）が行われていること。

〇この他

・技能実習：１号→２号→３号

・コロナ～入国制限 等



介護関連業界は、外国人材受入制度の影響で、拡大中
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他産業分野から介護分野への参入

約20年前

（居宅系）介護事業者

として業界参入

約６年前

監理団体

として業界参入

約４年前

登録支援機関

として業界参入

（住宅系）介護事業者

として業界参入

約15年前
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2022.02.24現在



介護事業者向けのメッセージ①
2 0 2 1調査研究：特定技能における登録支援機関の存在
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介護事業者向けのメッセージ②
2 0 2 1調査研究：技能実習２号修了を見据えた準備を。。。

・技能実習生との定期的な面談実施／入職時の教育体制構築とスキルの評価／特定技能に移行し、後輩外国人介護職員を指
導（社会福祉法人新生福祉会）

・在留資格ごとに期待する役割と、役割に応じた待遇の設定／外国人介護職員の役職員への登用／業務中の意思疎通を木邸
としたインカムの導入（社会福祉法人奉優会）

・技能実習生への２号修了後の意向確認／日本語能力向上のためのオンライン学習会やスピーチコンテストの開催／インド
ネシアにおける障害者向けサービスの情報収集（公益社団法人トレンディングケア）

・在留資格移行における登録支援機関の立ち位置と役割（株式会社グローバルトラストネットワークス）
・介護専門教育機関の活用、および日ごろのモチベーション維持／多言語対応の介護記録用ソフトウェアを開発／現地職業
訓練校での活躍を念頭に受入れ（さくらCSホールディングス株式会社）

・日本語の教育体制、およびインセンティブの導入（医療法人社団佐藤病院グループ）
・介護福祉士資格取得を支援するための仕組み構築（社会福祉法人洗心会）
・作文執筆課題を取り入れた日本語学習プログラム（社会福祉法人西春日井福祉会） 13



国による直轄事業

地方自治体への
財政支援

介護保険における地方自治体の重要性①
2 0 2 2→2 0 2 3予算編成：総合確保基金への統合化
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学習支援 特定技能制度の円滑施行

介護技能評価試験等実施事業

外国人介護人材受入・定着支援等事業

・外国人介護福祉士候補者受入支援事業
・外国人介護福祉士候補者学習支援事業

介護の日本語学習支援等事業

学習支援

入国支援（マッチング・財政補填）
環境整備

外国人介護人材受入施設等環境整備事業

②資格取得支援・生活支援

①コミュニケーション支援

③教員の質の向上支援

外国人介護人材研修支援事業外国人介護福祉士候補者受入施設学習支援事業

外国人留学生及び特定技能外国人の受入環境整備事業

外国人留学生への奨学金の給付等に係る支援事業

外国人留学生及び特定技能１号外国人のマッチング支援事業

障害者施設等の外国人介護福祉士候補者受入施設学習支援事業

地域医療介護総合確保基金



介護保険における地方自治体の重要性①
第9期基本指針（案）
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出典：2023.02.27 社会保障審議会介護保険部会（第106回）
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• 介護福祉士資格取得支援



“まずは”道筋づくりから
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〇ポイントは「技能実習」と「特定技能」

・在留資格「介護」：仕組み、そのもの

・EPA介護福祉士：仕組みとして、含有済

・技能実習・特定技能→受入制度上定められた条件以上のキャリアパス環境整備が必要

〇別途、検討課題。。。

・技能実習・特定技能を含む、この国の在留資格のあり方

・外国人介護人材の投入だけにとらわれない、この国の介護保険制度・介護人材確保対策のあり方

・そもそもの国家資格「介護福祉士」のあり方 等



学習支援（これまで～現在）
学習支援ツール等の開発
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◼ ｢介護福祉士国家資格取得に向けた留学生学習ハンドブック」
を作成予定。
～介護福祉士養成施設で専門知識・技術を学ぶ意味の
理解や自己学習の方法について記載。

◼ N２レベル学習に対応予定。

◼ ｢介護過程を理解するための手引き｣を作成予定。
～EPA介護福祉士候補者の就労前の介護導入研修等における
学習支援を補填。



論点整理
2 0 2 2調査研究：外国人介護人材の介護福祉士取得に向けた調査研究事業
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・外国人介護人材の介護福祉士国家資格取得に関する現状と課題を把握・整理。

・引き続き在留を希望する外国人のための支援策やキャリア支援のあり方について検討。

→有識者・関係団体等からなる「検討委員会」の設置 ＋ 関係団体や先行取組例（ゲスト）へのヒアリングの実施 等

現状（課題整理）
・受験資格による違い
・日本語能力
・試験上の配慮
・受験要件（介護福祉士実務者研修） 等

学習支援のあり方
・来日前のバックグラウンドの違いを踏まえた体系的な支援
・来日後の職場や関係機関からの支援
・資格取得前後のキャリアパスの明確化 等

関係者や本人に求められる役割
・介護事業者
・業界団体、職能団愛、需給調整機関等
・監理団体、登録支援機関
・介護福祉士養成施設
・日本語教師、教育機関
・行政（国・自治体）
・本人

⇒２０２２年度末には報告書を取りまとめ（予定）

等



2 0 2 3～（構想を模索中）
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国

都道府県

・ＥＰＡ介護福祉士候補者への学習方法

・留学生へ（養成施設で）の学習方法

・技能実習での指導方法

・特定技能外国人への教育的な取組み 等

県下の
養成施設の教員

外国人教育者チーム（仮）

県下の
EPA受入施設の指導者

県下の
実務者研修講師

県下の
技能実習指導員

県下の
介護福祉士

県下の
日本語学校講師

県下の
特定技能受入事業者の
指導的役割にある者

まとめて伝達



(参考）

2 0 2 2年 4月現在の ｢実務者養成施設一覧（ 1 2 7 8課程）｣を設置者別に再整理してみた。
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未定稿

・自法人もしくはグループ系列に｢登録支援機関｣
・特定技能外国人の受入実績あり
・その他、役所側での取組～ガイドブック、検討委員会などに関与 等



• 資格取得支援以外
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とりわけ、介護保険の制度運営あたり、

『現場サイド・利用者サイドの声を聴け！！』

→この先もずっとそう！

ましてや、外国の方々を相手に、、、

こういう話が、国内だけにおさまらないのだけど

→この先もたぶんそう？



業界への情報発信～「介護分野における特定技能協議会メールマガジン」
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2022.09.30 Vol.１

→2,280法人

2022.11.30 Vol.2

→2,632法人

2023.01.31 Vol.3

→2,927法人

・介護分野における特定技能外国人数等
・特定技能における受入れ見込数の見直し及び制度の改善について
・事例のご紹介 ～令和2 年度、令和3 年度の巡回訪問より～
・介護分野で働く外国人を取り巻く状況等にかかるガイドブック等について
・施設種別コードの再調査にご協力をお願い致します。
・外国人介護人材無料相談サポート窓口のご紹介
・そのほかのご案内 ～各種お手続きはお済ませですか～

・介護分野における特定技能外国人数等
・「日本における介護の紹介資料」掲載について）
・海外ジョブフェア及び国内マッチングイベントの開催について
・受入れ事例紹介―地域で長く定着してもらうための取り組み
・ご案内 ～特定技能外国人の一時帰国における留意点～
・特定技能制度の適切な運用をお願い致します。
・特定技能協議会構成員一覧について

・介護分野における特定技能外国人数等
・「技能実習制度及び特定技能制度の在り方に関する有識者会議」の開催について
・「第35回介護福祉士国家試験が行われました。」
・「外国人介護人材向けの教材のご紹介」
・「“JAPAN CARE WORKER GUIDE 2022 ～オンライン現地説明会～” の見学報告」
・「特定技能外国人巡回訪問質問票ご提出のお願い」
・「協議会システム改修に伴う質問票へのご回答依頼について（予告）」
・「コラム：外国人職員の方への業務指導を行う中での日本語」
・「よくあるご質問より：脱退一時金に関する制度と申請時の留意点について」



I C Tと外国人介護人材（の、融合）
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（参考）養成施設＋自治体＋事業者のコラボレーション例

外国人材育成（で、組織運営を振り返り）
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真面目に働く外国人介護人材を通じて、むしろ日本の介護現場が姿勢を正す思いに。。。（BY 介護現場の声・多数）

・「介護」

＝ 基本：オーダーメイド ＋ 中～長期での生活・生体変化への対応が必要なので、大変。

～質介入により組織の行動変容を促す取組み～

・「介護サービス現場」

＝ 基本：多職種協働、かつ、そのパートナーも拡充傾向なので、大変。（ex 最近は、生産性向上・ICT？）

⇒法人単位・事業経営単位の取組みで、外国人を含む介護人材の支援体制が、更に進化するのは、いい話。



外国人高齢者（も、年はとる）
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〇「地域包括ケアシステム」だとか

〇「地域共生社会」だとか

〇「多文化共生社会」だとか

外国人高齢者

事業者・施設

外国人介護人材

行政

地域
EX. 地域包括支援センター



その他、当面の政策の行方（と妄想）
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➢ 現場への情報発信の拡充（Ex メルマガ、国内外情報ネットの官民コラボの推進（※例））

➢ 地方自治体を通じた支援の拡充（外国人の介護福祉士取得支援を含む。）

➢ 事業経営へのテコ入れ（EX. 多様な法人経営主体に目を向けた外国人介護人材育成手法の紹介など）

➢ 地域〇〇対策（Ex.外国人も高齢化する中、外国人介護人材にも生活者としての将来、職業人としての役割が。。。）

➢ アフターコロナでの外国人介護人材受入現場の実態把握

➢ 外国人介護福祉士本人への直接的な実態把握

➢ 受入・定着支援のその先のフォローアップ（Ex 再チャレンジ（受験、入国等）

➢ 世界情勢の変化（Ex コロナ、ウクライナ、トルコ地震云々）→日本の介護の再検証

➢ 「日本語」と「介護」のエビデンス（アカデミックなやつ）

⇒ 国籍を問わないグローバル型スマート介護福祉士（バイリンガル介護福祉士）の養成

➢ 外国人介護人材による日本の介護の評価検証

（勿論、日本人にとっても、魅力があり、やりがいがあり、楽しい職場であり、安定収入があり、将来人生設計が可能なはずなので…）

以下、妄想



主役は外国人
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事業経営が成立しないので、外国人を雇用しました。

学校経営が成立しないので、留学生を入学させました。

の、“撲滅キャンペーン” の一環



J a p a n C a r e Wo r ke r G u i d e
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https://japancwg.com/
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J a p a n C a r e Wo r ke r G u i d e アンバサダー



在留資格「介護」活躍事例集 ※2 0 2 3 . 4月（予定）
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注：イメージ



他にも。。。
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Japan Care Worker Guideでの「特定技能オンラインセミナー」で、

先輩として、沢山アドバイスしてくれたEPA介護福祉士の皆様

（国の）外国人高齢者（多文化共生）に関するワーキング

にメンバーとして参加してくれている大先輩

ベトナムで、ベトナム語でベトナムの方々に

日本の「介護福祉士国家資格」教育している大先生


